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目黒で起きた児童虐待死事件

区内で起きた5歳女児の虐待死事件は悲しみと

怒りとともに、「なぜ救うことができなかったの

か」と大きな課題を投げかけています。

虐待は、暴力による身体的虐待、性的虐待、子

増える虐待

子どもの人権が保障

⇑

虐待は、暴力による身体的虐待、性的虐待、子

どもの世話を放棄するネグレクト、言葉による心

理的虐待があり、ほとんどの場合、複合して起き

ています。

虐待が起きる要因は、加害者の育ち

（虐待の連鎖）、家庭の経済状況、子

育て支援の乏しいひとり親家庭、地域

環境などが指摘され、現在の貧困と格

差の拡大が大きな原因にもなっていま

す。2016年度の全国の児童相談所に寄

せられた虐待相談は12万2500件以上に

のぼり10年前の3倍にもなっています。

また、東京では約1万2千件、目黒では
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保障される社会に

⇑ 日本共産党目黒区議団主催 専門家の勉強会のようす

17年度、173件に上っています。

虐待は、子どもの健全な成長発達を脅かし、子

どもの心と体に深刻な影響を及ぼし、絶対あって

はならないことです。 裏面に続く→はならないことです。 裏面に続く→

※下図 虐待対応状況の推移

厚生労働省「社会福祉行政業務報告」より



児童虐待児ゼロの目黒区

日本共産党目黒区議団の提案
目黒区内の女児虐待死事件を受け、二度とこのようなことが起こらないように

議団は、児童虐待ゼロの目黒区をめざし、次のとおり

もへの支援と社会的養護体制の整備など、各行政機関に対して提案するものです

■東京都に対して
〇足りない児童福祉士や児童心理士の増員と職員の育成を図ること

〇足りない一時保護所の増設を行うこと。

〇自治体の児童相談所設置に向けた財政支援を行うこと

■目黒区に対して

生活なんでも相談
８月 予定

〇区の児童相談所の開設年度を明らかにすること。

〇児童相談所設置にあたり、外部の学識経験者や関係施設職員などを加えた検討組織をつくること

〇区独自で専門職の育成を行うこと。

〇子ども家庭支援センターの専門職員の増員と職員の研修体制を拡充すること

■子育て支援の拡充
〇産前・産後ヘルパー派遣を生後6か月から2歳まで延長すること

〇子育て相談を24時間体制で行うこと。

〇1歳6か月検診を受診しなかったケースについて、

〇子どもショートステイを拡充すること。

８月 予定

８月 7日（火）
8月 21日（火）
8月 28日（火）

※19時-20時です
住所:原町2-22-12
星見てい子事務所

14日（火）法律相談は
お休みです

目黒区をめざして・・

提案
二度とこのようなことが起こらないように、日本共産党目黒区

次のとおり、早期発見・早期対応の促進や、保護した子ど

各行政機関に対して提案するものです。

〇足りない児童福祉士や児童心理士の増員と職員の育成を図ること。

を行うこと。

相談

。

外部の学識経験者や関係施設職員などを加えた検討組織をつくること。

〇子ども家庭支援センターの専門職員の増員と職員の研修体制を拡充すること。

歳まで延長すること。

、追跡調査を行うこと。
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